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様式第４号（第 1 1項関係）  

 

審議会等の会議の記録  

 

審議会等の名称  令和５年度第３回西脇市まちづくり推進審議会  

開 催 日 時  令和６年２月６日（火）午後７時 0 0分～９時 0 0分  

開 催 場 所  西脇市役所  大会議室  

出 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数  

平田富士男会長、藤原悟副会長、松尾憲子委員、  

藤井琢己委員、井上浩代委員、藤井裕子委員、  

野村直樹委員、濱崎美千代委員、松本美千代委員、

藤原俊子委員、李貫一委員  計 1 1名  

欠 席 委 員 の 氏 名  

又 は 人 数  
松山秀樹委員、森川元良委員、清水賢一委員  

出 席 職 員 の 職 ・  

氏 名 又 は 人 数  

都 市 経 営 部 長  渡 辺 和 樹 、 ま ち づ く り 課 長  藤 原  

広三、まちづくり課課長補佐  二若直也、まちづく

り課職員  鳥田  朱里   計４名   

公 開 ・ 非 公 開 の 別  公開  

非 公 開 の 理 由  ―  

傍 聴 人 の 数  ０名  

議 題 又 は 協 議 事 項  

 

 

 

 

 

 

１・２  開会、市民憲章朗唱  

３  あいさつ  

４  協議事項  

 ⑴  答申書案について  

 ⑵  市民主体のまちづくりに関する啓発方法につ  

いて  

５  その他  

６  閉会  

会議の記録（概要）  

発 言 者  発言内容等  

 １・２  開会、市民憲章朗唱  

３  会長あいさつ  

 

 

事 務 局  

委 員  

 

 

会 長  

事 務 局  

 

 

４  協議事項  

⑴  答申書案  

資料１に基づき、事務局から説明  

  答申書案の記以下 1 6行目「（略）まちづくり活動が停滞す

ることがないよう」という表現を、「まちづくり活動が充実

するよう」など、ポジティブな表現にしてはどうか。  

  御指摘のとおり、表現を変えた方が良いと思う。  

  いただいた意見のとおり「まちづくり活動が充実していく

よう」という表現に修正させていただいてよいか。  

 （異議なし）  
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会 長  

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

事 務 局  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  修正したものを、後日、本審議会から「答申書」として市

長に提出させていただく。  

 

⑵  市民主体のまちづくりに関する啓発方法について  

  これまでの審議会で議論してきたことを、市民の皆さんに

広く知っていただき、まちづくりを一緒に進めていくために

はどうすれば良いかということについて、「リーフレット」

の形式で情報発信する方向で進めていく。今回は、そのリー

フレットに入れる内容などを、グループワークを通し議論し

ていただきたい。  

  参考１、２の資料は、本日検討いただく内容をイメージし

ていただくために、前回の審議会でいただいた御意見を参考

に、事務局で作成しました。  

  参考１のリーフレットのコンセプトは、  

①  まちづくりに関心がない方にも手に取ってもらえ、読も

うかなという気持ちにさせるようなもの  

②  文字は少なめにする  

③  詳細説明は、ＱＲコードでホームページに誘導する  

④  危機感をもってもらうための「きっかけづくり」  

  特に④では、「現状に困っていない」ということで、今後  

 のまちづくりについて危機感を抱いていない方に対し、「今

困っていなくても、今後も不自由なく同じ生活が継続できる

か」「大災害が起きた際、地域で協力して対応ができるか」

など、地域の課題を「ワガゴト化」し、今後のまちづくりに

ついて考えていただくきっかけにできればと考えた。  

参考１の構成案を基に、デザイン化したものが参考２とな

る。コンセプトも含め、各班において、資料３の構成案につ

いて、リーフレットに盛り込む「キーワード」を検討いただ

きたい。資料３の構成も自由に変更いただいて構わない。   

 委員の皆さんには、参考１・２をたたき台として、追加や

修正、キーワードなどを記載いただきたい。  

 

グループワークを実施  

 

１班：藤原悟、藤井裕子、松尾憲子  委員  

２班：藤井琢己、藤原俊子、松本美千代  委員  

３班：李貫一、濱崎美千代、井上浩代、野村直樹  委員  

 

【１ページ目：見出し・興味を引く（手に取ってもらえるよう

に）】  

・  キーワード  

 「地域や社会、次世代のために」  

「今は困ってない、私は大丈夫だと思っていませんか」  

「誰かがやってくれると思っていませんか」  

「一人暮らしになったら？病気になったら？相談できる人は

いるかな」  
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「「無関心・他人事になっていませんか」  

・  見たときに、何のパンフレットかわかるように  

・  タイトルが物足りないので、もっとキャッチーなワードを

入れてほしい。グッとくる言葉を。  

・  写真の構成に気を付ける。（若者や高齢者だけの写真では

なく、多世代の交流や暖かさを感じられるもの）  

・  写真部分と文章部分のつながりがわからない。  

・  地域の課題解決がまちづくりということがわかるか。  

・  ＱＲコードを読み込む気になる工夫が必要  

 

【２ページ目：課題認識・現状把握】  

・  キーワード  

「立ち上がれ西脇！」「活力がなくなる」「町全体の沈下現

象」  

・  ネガティブな表現が多いので、ポジティブな表現を入れて

は。「これをすれば、町はこう良くなる」のような。  

・  人口推移のグラフは、もう少し先まで見られる方が良いの

では。  

・  対策を明示（例：スーパーマーケットがなくなる→移動販

売車などの普及）  

・  人口減少は日本全体の課題  

・  人口減少などに関し課題の提示だけで、市がどのような対

策をしているかが見えてこない。  

 

【３ページ目：市民活動へのアプローチ】  

・  ステップ①とステップ②は逆でも良いと思う。「参加して

みる」ことで町のことがわかり、「調べてみよう、知ろう」

という気になるのでは。  

・  「自治会」という呼び方は難しく固い印象なので、「私た

ちのまち」などという呼び方の方が、読み手も自分事と捉え

やすい。  

・  具体的な例を入れては（イベント、災害時のハザードマッ

プや避難所の把握など）  

・  例を示す際も、「あなたは」の主語が必要（例：災害時、

あなたは避難所の場所を把握していますか？）  

・  参加はするが、「指導者にはなりたくない」「役はやりた

くない」人が多い。  

 

【４ページ目：活動紹介、相談窓口】  

・  市民活動の相談窓口紹介のスペースを広げる方が良い。  

・  相談窓口だけでなく「市民提案型まちづくり事業補助金」

や、「地域自治協議会事業一括交付金」など、補助制度を紹

介しては。  

・  活動内容を場所、日時、写真で明示し、具体的に紹介する  

・  写真（活動事例）が多い方が良い。  

・  実際に市民活動を行っている方の意見を紹介する。  
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委 員  

 

委 員  

 

会 長  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委 員  

 

委 員  

 

委 員  

 

委 員  

 

 

会 長  

 

・  地区ごとに、一年を通して市や地域でどのような行事が行

われているか紹介する（ページ数は増えるかもしれないが）  

・  多くの人は、人任せで協力性がない  

 

（グループワーク・発表終了）  

 

 

 全体的に、暗い（ネガティブ）ことを書きすぎている感じが  

するので、もう少し楽しさを伝えてはどうか。  

 全体的に、固いイメージを受けたので、誰でもわかりやすい

ような柔らかい言葉で書くと、読みやすくなるのでは。  

 市民の方にリーフレットを手にとっていただくためには、表  

紙部分が大切。表紙部分を、「今後のまちづくりについて危機  

感をあおる」ものにするか「まちづくり活動の概要や楽しさ」  

を伝えるものにするか、一度に読み取れる情報量に限りがある

のでどちらの方針にするのかを固める必要があるのでは。  

 次の課題認識では、課題の明示だけで良いのか、今の対策も

記載するかの検討が必要、次のステップでは、いろいろな課題

に対する身近な活動を先に紹介し、興味関心をもち、何か活動

を始めたいと思った方へ、相談窓口やグループを紹介できるよ

うな流れが良いのではないか。  

 実際に活動されている市民活動の紹介ページでは、若い方が

活躍されている活動を中心に紹介するのが良いのではないか。  

西脇市にも、頑張っておられる若者や市民団体がいることを

積極的に発信していきたい。  

「自治会」と聞くと、他人事感や小難さを感じるので、リー

フレットへの記載を控えてはどうか。  

地域活動に参加するかしないかと感じるので、個人やグルー

プの活動を進める手順が見えると、私にもできるかも、やって

みようという思いにつながるのではないか。  

 さまざまな団体が多様な活動に取り組んでいることを発信し

読み手に「私にもできそう、取組んでみたい」という気持ちを

呼び起こすような内容にできればと思う。地域活動に参加する

か否かではなく、「自分の想いを活動につなげられる。」とい

うことを伝えたい。  

 今回出た意見を参考に、事務局の方で構成の変更・キーワー  

ドの追記などをしていただき、次年度の審議会でリーフレット  

の形にしていくよう進めていきたい。  

 

 

事 務 局  

５  その他  

  今後の予定について説明  

 

問合せ先   都市経営部まちづくり課  

 


